
河川事業の事後評価説明資料 
 

〔手取川総合水系環境整備事業〕 

平成２８年１２月 

北陸地方整備局 

資料－４ 
平成２８年度 第５回 
北陸地方整備局 

事業評価監視委員会  



 １.流域の概要 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ １ 
 
 ２.事業概要 
 （１）事業の目的 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ ２  
 （２）整備内容 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ ３ 
  
 ３．事業の効果の発現状況 
 （１）事業の投資効果 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ ５ 
 （２）費用対効果 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ ７ 
  
 ４．事業実施による環境の変化 ・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ ８ 
 
 ５．社会経済情勢の変化 
 （１）人口・世帯数について ・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ ８   
 
 ６．事後評価結果 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ ９ 
 
 ７. 対応方針（案）  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ１０ 
 
 
  参考資料   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 別冊 
 
  
  

目 次 



１．流域の概要 

・手取川は、その源を石川県白山市白峰の御前峰（標高2,702m）に発し、穀倉地帯である加賀平野を西流し、白山市
美川永代町において日本海に注ぐ。（図1-1） 

・平成20年度より、手取川総合水系環境整備事業として、手取川自然再生事業に着手し、平成23年度に完了した。 
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２．事業概要 

（１）事業の目的 

－２－  

・手取川は、かつて石の河原が広がっていたが、河川環境の変化により、近年では石の河原が減少し、岩盤がみられ
るようになっている。 （図2-1、図2-2） 
・石の河原の減少により、アユ等の魚類をはじめとする生物が減少し、生物多様性が低下している。（表2-1） 
・このため、手取川の石の河原が広がる原風景を再生し、生物多様性の保全を図る。  

対策前の河川の状況（平成20年）（図2-2） 

天狗橋上流を望む 
昭和30年頃の河原の状況 

昔の河川の状況（昭和30年）（図2-1） 

天狗橋 

石の河原が減少し
て岩盤箇所がみら
れるようになった。 

天狗橋 

石の河原が広がっ
ていた。 

※特に注目すべき指標動植物について、有識者からの聞
き取りをもとに、昭和３０年代と現在の生息・生育状況を表
したもの 

昆虫 魚類

Ｓ30年代 55% 普通 普通 普通 多い

現在 7% なし なし なし 少ない
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河原の動植物の変化（表2-1） 
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手取川自然再生事業の位置

澪筋の形成

適度に
砂や石を
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大きな石を連結して
並べる

手取川の自然再生事業について

　かつて手取川では、どこの場所でも石川県の名の由来ともなった『石の河原』があり、瀬や淵が形成される魚類等の良好な環境でした。
　
　しかし、近年では砂や石の河床が減少し
てきており、特に鶴来の天狗橋付近より上
流では砂や石が流出し、岩が見えるなど河
川環境が変化してきています。
　
　そのため、手取川自然再生事業では、石
の河原を復元することにより、昭和３０年
頃の様な石の河原や瀬・淵の復元を図り、
アユ等の魚や石の河原特有の植物や昆虫な
どに配慮した環境を再生します。

手取川自然再生事業とは

事　業　の　効　果

現在、事業対象区域付近である
天狗橋の上流では、岩が露出し
て見られます。

石川県の名の由来ともなった『石の河原の復元』により、下記のような多様な生物が生息できる環境をつくります。

能美電鉄鉄橋

十八河原

宮竹頭首工

和佐谷

天狗橋

昭和30年　瀬と淵が形成されています

【石の河原面積の推移(河口～直轄上流端)】

手取川自然再生事業によって、砂や石の
堆積が促進し、澪筋（みおすじ：いつも
水が流れているところ）が形成されます。

カゲロウ類

カワゲラ類

カワラバッタ

アユ

カワラハハコ

【現　状】

自然再生のポイント
　岩が出ているところや水が流れている
　ところに大きな石を連結して並べ、砂
　や石をためます。

【再生後】 
】

石の河原以外の面積(ha)

石の河原面積(ha)

減少率(%)

自然再生事業箇所（白山市鶴来地区）
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平成20年度　新規事業

　昭和30年代には石の河原でアユなどが多く生息していましたが、石の河原の減少に伴って、これに依存する植生や動植物が減少してきています。
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昭和30年と比べ石の河原が約47％(232ha)減少。

【S30年代→現在の河原環境の変化（上流）】

※特に注目すべき指標生物については、現在の石の
　河原での生息状況やアドバイザー等からの聞き取
　り情報をもとに、昭和３０年代を代表する生物を
　推定したもの

昭和30年と比べアユなどの生物が大きく減少。

自然再生の
イメージ

子供たちの環境学習
（水生生物調査）
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　昭和30年代の石の河原の再生を目指す

石の河原の復元は、石のみが存在する河原の風景を拡大させることだけが目標ではなく、河原に依存する植生やこれらを棲み場とする動物の生息が可能な、河川本来の生態系の復元を図るものである。このため、石の河原に依存する生物を把握し、これらを指標生物として位置づけ、石の河原の増加とともに指標生物の分布拡大等を目指す。





 


特に注目すべき指標生物 


植物 昆虫 魚類 


カワラハハコ・


 


カワラヨモギ群落


 


カワラサイコ


 


カワラバッタ


 


アユ


 


Ｓ30年代 普通 普通 普通 多い 


現在 なし なし なし 少ない 


 








0


100


200


300


400


500


600


S30S43H7H14


面積


(


ha


)


0.0%


20.0%


40.0%


60.0%


80.0%


100.0%


120.0%


石の河原面積(ha)


減少率(％)






















MBD0021A938.doc

			


			特に注目すべき指標生物





			


			植物


			昆虫


			魚類





			


			カワラハハコ・



カワラヨモギ群落


			カワラサイコ


			カワラバッタ


			アユ





			Ｓ30年代


			普通


			普通


			普通


			多い





			現在


			なし


			なし


			なし


			少ない












２．事業概要 

（２）整備内容 

－３－  

・石の河原を再生するため、河床整正（飛び出している岩盤を削り取る）を行ったうえで、上流から流れてくる石を捕捉
し流出を抑制させるため、川の横断方向に水制工の整備を行った。（表2-2、図2-3、図2-4） 
・事業にあたっては、有識者等の意見を聞きながら、「手取川自然再生計画書」（平成20年12月策定）に基づいて実施
し、全体整備を平成23年度に完成させた。（図2-5） 

 
整備概要(表2-2) 整備状況(図2-4) 

整備内容平面図(図2-3) 
連続して配置した水制工 

整備手順 

隙間を設けて、魚が遡上し
やすいようにした。 

①河床正整
（飛び出している岩盤を削り取る）

②石を捕まえるための
「水制工」を並べる

（手取川の石を使用）

有識者からの意見聴取(図2-5) 

有識者との合同現地調査 手取川懇談会での意見聴取 

国土交通省（環境整備事業） 

全体事業費 約2.8億円 

事業期間 平成20年度～平成23年度 

整備内容 河床整正、水制工 
すいせいこう 

かしょうせいせい 



項目 

事業計画 

平成21年度評価時 今回評価時(事後評価) 

目的 
近年の河床低下等により岩盤が露出している区間について、石の河原を再生
することにより、手取川の石の河原が広がる原風景を再生し、生物多様性の
保全を図る。 

事業期間 平成20年度～平成23年度 

整備内容 河床整正、水制工 

全体事業費 約3.0億円 約2.8億円 

費用便益比 21.4 12.8 

２．事業概要 

費用対効果分析の算定基礎となった要因の変化 

－４－  

・事業目的、事業期間、整備内容は平成21年度評価時と今回評価時で変更はない。 
・全体事業費は他事業や維持工事で発生した材料を活用したことに伴って約0.2億円減少。 
・費用対便益比はマニュアルの変更によるＣＶＭアンケート対象範囲の変更と、支払意思額（ＷＴＰ）の減少により、総
便益が減少したことで、平成21年度評価時の21.4から今回評価時の12.8に減少した。 



３．事業の効果の発現状況 

－５－  

・川の状況変化を見ると、水制工によって石が捕捉され石の河原が復元している。川の状態を整備前後で比べると、
石の河原の面積の割合は約２倍近くに増え、一方で岩盤の割合は約4分の1に減っている。（図3-1、図3-2） 
・河床材料の変化を見ると、整備後には平均粒径、最大粒径ともに概ね大きくなっており、石の河原が復元している。
整備箇所から5km下流地点の礫径には大きな変化は見られない。 （表3-1） 

整備箇所の川の状況の変化(図3-1) 整備箇所の川の状態の割合(図3-2) 

岩盤は無
かった 

【平成27年10月】 

【整備前（平成20年12月）】 

【整備1年後（平成24年10月）】 

【整備4年後（平成27年10月）】 

天狗橋 

図3-1上 
写真撮影箇所 
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河床材料の変化(表3-1) 

（１）事業の投資効果 

図3-1下 
写真撮影箇所 

平均礫径 最大礫径

整備前
（H20年） 8.6～19.4 15.5～34.9

整備後
（H27年） 13.6～22.3 27.4～37.1

・整備区間内の4地点で計測

（単位：cm）
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３．事業の効果の発現状況 

－６－  

昆虫の種類の数の変化(図3-4) 

鳥類、樹木群調査結果(図3-5) 

イカルチドリ：成鳥 
（平成26年6月撮影） 

イソシギ：成鳥 
（平成27年6月撮影） 

河川利用状況(図3-6) 

石の河原を好む 
ユミセミゾハネカクシ 

整備後：Ｈ27年度 

アユ釣りをする人の姿が見られる。
（14.2km付近） 

整備後 整備前 

天
狗
橋 

・整備前後ではアユ、ウグイ等の石の河原（川底）を好む魚類の個体数が増加している。 （図3-3） 
・石の河原が再生されたことで、ユミセミゾハネカクシなど、石の河原を好む種が確認されている。（図3-4） 
・鳥類は、整備前には確認されていなかったイソシギ、イカルチドリを確認している。イカルチドリは平成26年6月に繁殖
も確認されたことから、石の河原の再生効果があったといえる。（図3-5） 
・整備後には子どもたちや、釣り人の姿も見られる。（図3-6） 

子どもたちの川とのふれあいの場と
して利用されている。 
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遊泳魚 底生魚

魚の個体数の変化(図3-3) 

※遊泳魚：アユ、ウグイ、
ヤマメなど 

  底生魚：オオヨシノボ
リ、ドジョウなど 

 
※個体数は各調査年の
夏季の調査結果と秋
季の調査結果の平均
値を示す。 

 
※調査箇所は天狗橋上
流（14.2k～15.0k） 

整備後 整備前 

個
体
数 



表3-3 手取川水系全体の投資効果一覧表 

※現在価値化した金額、費用には維持管理費含む 
注：費用便益比(B/C)は、便益(B)・費用(C)が四捨五入されているため計算が合わない。 

－７－  

３．事業の効果の発現状況 

（２）費用対効果 

・水系全体事業に要する費用(C)は約3.5億円、便益(B)は約45億円、費用便益比(B/C)は12.8となる。   

・便益の評価方法は事業の特性や既往実績を踏まえて「CVM（仮想的市場評価法）」を適用している。   

表3-2 CVM（仮想的市場評価法）による費用対効果分析 

事項 地区名 評価範囲 世帯数 
アンケート 
配布票数 

回収数 
有効 

回答数 
支払意思額

（WTP） 

手取川総合水系
環境整備事業 

自然再生事
業 

手取川 
自然再生事業 

手取川大臣管理区間沿川か
ら6km圏内（白山市・能美市・

川北町の該当エリア） 
40,908 1500票 454票 263票 350円/月/世帯 

総便益 総費用 費用便益比

（B）※ （C）※ （B/C）

手取川自然再生事業 約2.8億円 河床整正、水制工 約45億円 約3.5億円 12.8

事業費 主な事業内容

※アンケートの配布先は、H22国勢調査を基に評価範囲の町字世帯数比率で町字毎の配布数を設定し、住民基本台帳から無作為に抽出 



４．事業実施による環境の変化 

－８－  

・事業実施中及び事業完了後において、環境の変化に関する問題は認められない。  

５．社会経済情勢の変化 

・事業着手時から人口については大きな変動はない。世帯数は増加傾向である。（図5-1）  

（１）人口・世帯数について 

出典：住民基本台帳による各年
4月末の値（石川県ホーム
ページ） 手取川沿川自治体（白山市、能美市、川北町）の 

人口・世帯数の推移 (図5-1) 



６．事後評価結果 

事業名 手取川総合水系環境整備事業 

実施箇所 石川県白山市、能美市 

主な事業の諸元 河床整正、水制工 

事業期間 事業採択 平成20年度 完了 平成23年度 

総事業費 採択時  約3.0億円 完了時 約2.8億円 

目的・必要性 

＜解決すべき課題・背景＞ 
・手取川は、かつて石の河原が広がっていたが、河川環境の変化により、近年では石の河原が減少
し、岩盤箇所がみられるようになっている。 

・石の河原の減少により、アユ等の魚類をはじめとする生物が減少し、生物多様性が低下している。 
 
＜達成すべき目標＞  
・手取川の石の河原が広がる原風景を再生し、生物多様性の保全を図る。  

便益の主な根拠 支払い意思額：350円/月/世帯、受益世帯数：40,908世帯 基準年度：平成28年度 

事業全体の投資
効率性 

                   Ｂ：総便益   Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 

   当初（平成21年度）  総便益：約68億円 
   事後（平成28年度）  総便益：約45億円 

総費用：約3.2億円  
総費用：約3.5億円 

 21.4 
 12.8 

注：費用便益比(B/C)は、便益(B)・費用(C)が四捨五入されているため計算が合わない。 

－９－ 



事業の効果の発現状況 
 ・石の河原の増加とともに生物の多様性が確認されており、事業効果が発現している。 

事業実施による環境の変化 
 ・事業実施中及び事業完了後において、自然環境の変化に関する問題は認められない。  

社会経済情勢の変化 
・事業着手時から人口については大きな変動はない。世帯数は増加傾向である。 

今後の事後評価の必要性 
 ・手取川自然再生事業が完了し、石の河原の復元が図られている。 
 ・費用便益比（B/C）は12.8で投資効果も確認されており、今後の事業評価の必要性はないものと考えられる。 

改善措置の必要性 
 ・手取川は河川管理者による適切な管理を行うとともに、平常時の巡視点検や、水辺の国勢調査により、今後も事業効
果を把握していくため、改善措置の必要はないものと考えられる。 

同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性 
 ・今後、同種事業（自然再生）を実施する際は、より一層、定量的な事業効果の把握に努める。事業評価手法そのもの
の見直しは必要ないものと考える。 

７．対応方針（案） 

－１０－ 

【対応方針（案）】：対応なし 

（理由） 

・投資効果が確認されており、今後の事業評価及び改善措置の必要性がないと判断される。   

６．事後評価結果 
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